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区分 企業名 ガイドライン
検討会

格付基準
作業部会

認証制度
作業部会

RMJ 代表 株式会社携帯市場 座長 － 副主査

副代表 株式会社ゲオ 構成員 構成員 構成員

副代表 ブックオフコーポレーション株式会社 構成員 － 構成員

理事 日本テレホン株式会社 構成員 主査 構成員

理事 株式会社クリエージェンシー 渉外・構成員 － 構成員

理事 株式会社パシフィックネット 構成員 － 主査

理事 エコケー株式会社 構成員 － 構成員

理事 株式会社ソフマップ 構成員 構成員 構成員

理事 株式会社イオシス 構成員 構成員 構成員

正会員 Brightstar Japan株式会社 － 構成員 －

MRR 理事長 株式会社ギア 構成員 － －

理事 Asurion Technology Japan株式会社 構成員 副主査 －

理事 西菱電機株式会社 構成員 構成員 －

理事 モバイルケアテクノロジーズ株式会社 構成員 構成員 －

理事 ユウソリューションズ株式会社 構成員 － －

会員 リーテック株式会社 － 構成員 －

会員 株式会社デジフォース － 構成員 －

会員 株式会社日本アシスト － 構成員 －

リユースモバイル関連ガイドライン検討会の概要
リユースモバイル関連ガイドライン検討会は、2018年7月にリユースモバイル・ジャパン（RMJ）及び一般社団法人携帯端末登録修理協
議会（MRR）内の理事企業を中心とした有志企業により、安心で安全なリユースモバイル市場の発展に資することを目的として立ち上げ
られました。
2019年3月には格付けや利用者情報消去などを内容とするガイドラインを策定し、この度2019年11月にガイドラインの改訂版を発表い
たします。

推進体制

リユースモバイル関連ガイドライン検討会

3

参加企業と役割

オブザーバー：総務省
株式会社MM総研

事務局サポート：リユースモバイル・ジャパン 事務局
一般社団法人携帯端末登録修理協議会 事務局

（順不同）

検討会
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リユースモバイル・ジャパンについて

●設立目的：
リユースモバイル端末市場の健全な発展と消費者保護を目的として、リユースモバイ

ル通信端末を取り扱う、株式会社携帯市場、株式会社ゲオ、株式会社TSUTAYA
、ブックオフコーポレーション株式会社、エコケー株式会社、日本テレホン株式会社、株
式会社ネオリア、株式会社パシフィックネットが発起人となり「リユースモバイル・ジャパン
（RMJ）」を設立いたしました。

●理念
リユースモバイル通信端末市場の発展により、多様で低廉な通信サービスが安心で

安全に消費者に提供される社会の形成を目指す。
●ビジョン
リユースモバイル通信端末市場の健全な発展および消費者保護を目的とした安心

・安全なリユースモバイル通信端末流通の促進を行うことを目的とする。
●事業内容
（1）リユースモバイル通信端末に関する事業の認知度向上を目指す広報・啓蒙活動
（2）リユースモバイル通信端末事業者における古物営業法等の法令順守のための活動
（3）リユースモバイル通信端末事業に係る関連省庁との連携
（4）関連事業者(キャリア・メーカー・MVNO事業者等)および業界団体との連携
（5）リユースモバイル通信端末事業の健全な発展に関する政策提言
（6）優良かつ透明性の高いリユースモバイル通信端末事業者の育成

（データ管理・不正端末流通防止等に関するガイドライン策定等）
（7）会員相互の連絡と共通する課題の共有
（8）前各号に掲げる事業に付帯または関連する事業

4RMJ

●設立：2017年3月14日

他4社

 副代表理事企業
株式会社ゲオ
ブックオフコーポレーション株式会社

理事企業：
日本テレホン株式会社
株式会社クリエージェンシー
株式会社パシフィックネット
エコケー株式会社
株式会社ソフマップ
株式会社イオシス

正会員企業：
株式会社TSUTAYA
株式会社パステック
Brightstar Japan株式会社
インバースネット株式会社
日本エンタープライズ株式会社

 代表理事企業：
株式会社携帯市場

賛助会員企業：
12社

正会員：14社

賛助会員：12社

●会員企業紹介

●企業ロゴ

●理事企業

2019年11月現在 (順不同）
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一般社団法人携帯端末登録修理協議会について 5MRR

 設立目的
協議会は、電波法（昭和25年法律第131号）第3章の2第3節に
定める登録修理業者による特別特定無線設備の修理及び電気通信
事業法（昭和59年法律第86号）第68条の3から第68条の12に
定める登録修理業者による特定端末機器の修理（以下「登録修理」と
いう。）に対する利用者の方々の信頼感を醸成し、かかる登録修理
業者制度の健全な発展を促進することを目的として設立しました。
当協議会には通信事業者、携帯電話端末製造業者、修理業者、関連
団体の皆さんが参加いただいており、多方面から情報やご意見をいただき
ながら、登録修理業者制度の健全な発展を目指してまいります。
 設立
平成27年5月12日
 役員

理事長 望月 弘晃 株式会社ギア
副理事長 福田 隆司 KDDI株式会社
理事 黒澤 賢司 Asurion Technology Japan株式会社
理事 工藤 和裕 モバイルケアテクノロジーズ株式会社
理事 福本 潤一郎 西菱電機株式会社
理事 高橋 豊 ユウソリューションズ株式会社
監事 竹内 英俊 一般財団法人 情報通信振興会
 会員

正会員56社：修理事業者45社、関連事業者11社（11月15日現在）

 事業案内
(1) 登録申請手続きサポート業務
(2) 登録修理に関する課題のとりまとめ
(3) 登録修理業者向けの各種マニュアル、ガイドライン等の作成
(4) 登録修理に関する情報の共有及び問題解決の支援
入会のメリット

(1) 会員向け登録申請手続きサポート
平成27年4月1日に登録修理業者制度が施行されてから4年半が経過し
現時点の登録修理業者数は59社、登録している修理を行う事務所
(店舗)数は890以上となり、今後益々「登録修理業者制度」の認知度が
上がっていくことと思います。
平成28年12月より協議会が会員から受託している修理の確認のための
特性試験及び試験の実施に加えて、平成30年4月より、会員が新規
に登録申請を行う場合及び既に登録修理業者となった会員が登録対象
機種を追加するために変更登録申請を行う場合に、これまで会員自身で
作成していた登録申請に係る書類一式の作成を協議会が受託しています。

(2) 修理業者の様々な課題の解決に向けて
登録修理業者制度上の様々な課題について、連絡会やWGを設置し、
会員の皆様にも参加いただき、課題への対処や各種ガイドラインの作成を
行っています。

（3）会員の啓発活動
登録修理業者制度に関連する様々なテーマで、セミナーや勉強会を開催
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リユースモバイル端末を取り巻く状況
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リユースモバイル端末市場

2020年度の中古携帯電話市場は245万台、うちスマートフォンは231万台に拡大と予測
中古タブレット市場は63万台で中古端末市場は308万台に拡大すると予測

7

スマートフォン 231万台

タブレット 63万台

フィーチャーフォン 14万台

308万台

出典：MM総研「中古端末の利用実態調査」 （2017年10月）

検討会
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リユースモバイル端末市場

出典：RMJ 2018.04-.2019.03 統計データ（2019年5月）

RMJ リユースモバイル・ジャパン会員企業統計データ （2019年3月時点）

8

1.RMJ正会員企業の総店舗数

※RMJ正会員企業11社による19年3月末時点のリユースモバイル端末の買取と販売を共に行うリアル店舗数

2.RMJ正会員企業よる年間売上高 3.RMJ正会員企業よる年間販売台数

※対象期間：2018年４月～2019年３月
※OSを問わず、リユース、リサイクル対象端末スマートフォンの販売金額・販売台数の合計
※国内外、BtoB、BtoCを問わない
※RMJ正会員企業11社のデータを集計

単位：億円
単位：万台

+70拠点

+61億円 ▲6万台

RMJ正会員企業による4半期合計売上高

RMJ正会員企業による4半期合計販売台数

※ OSを問わず、リユース、リサイクル対象スマートフォンの販売金額の合計
※ 販売総額は国内外、BtoB、BtoC問わない
※ RMJ正会員企業11社のデータを集計

※ OSを問わず、リユース、リサイクル対象スマートフォンの販売台数の合計
※ 販売総額は国内外、BtoB、BtoC問わない
※ RMJ正会員企業11社のデータを集計

約30万台 約32万台 約33万台
約40万台

約31億円
約40億円

約48億円
約68億円

RMJ
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						2017.Q1		2017.Q2		2017.Q3		2017.Q4		2018.Q1		2018.Q2		2018.Q3		2018.Q4		2019.Q1		2019.Q2

				販売台数 ハンバイダイスウ		452,499		357,898		319,641		281,875		302,870		322,255		327,932		399,582		346,343		430,933

				売上高 ウリアゲダカ		2,868,255,237		3,250,298,156		2,870,637,410		3,492,136,809		3,129,764,050		3,962,394,178		4,830,326,126		6,829,046,518		5,441,962,037		6,233,409,464

				店舗数 テンポスウ		1,706		1,697		1,694		1,666		1,658		1,658		1,717		1,746		1,680		1,687
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				売上高 ウリアゲダカ		12,481,327,612		18,751,530,872		11,675,371,501																販売台数 ハンバイダイスウ		30		32		33		40				135

				店舗数 テンポスウ		1,691		1,695		1,684																売上高 ウリアゲダカ		31		40		48		68				187
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リユースモバイル・ジャパン会員企業実績推移
■RMJ リユースモバイル・ジャパン会員企業 四半期実績推移（2019年9月時点）

※対象期間：2017年４月～2019.年9月（四半期単位）
※OSを問わず、リユース、リサイクル対象端末スマートフォンの販売金額・販売台数の合計
※国内外、BtoB、BtoCを問わない
※RMJ正会員企業のデータを集計
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グラフ (2)

		

																														2018年4-6月 ネンガツ		2018年7-9月 ネンガツ		上期計 カミキケイ		2019年4-6月 ネンガツ		2019年7-9月 ネンガツ		上期計 カミキケイ

																												販売台数 ハンバイダイスウ		302,870		322,255		625,125		346,343		430,933		777,276

																												売上高 ウリアゲダカ		3,129,764,050		3,962,394,178		7,092,158,228		5,441,962,037		6,233,409,464		11,675,371,501

																																昨対比 サクタイヒ		販売台数 ハンバイダイスウ		114.4%		133.7%		124.3%
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				販売台数 ハンバイダイスウ		45		36		32		28		30		32		33		40		35		43

				売上高 ウリアゲダカ		29		35		29		35		31		40		48		68		55		62

				店舗数 テンポスウ		1,706		1,697		1,694		1,666		1,658		1,658		1,717		1,746		1,680		1,687

						2017年度4-3月 ネンドガツ		2018年度4-3月 ネンドガツ		2019年度4-9月 ネンドガツ
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SLIDE No,

リユースモバイル端末流通に関する調査①

出典： 総務省電気通信事業分野における市場検証（2018年度）年次レポート

■リユースモバイル端末の認知度・利用意向

携帯事業者に買取・引取依頼したユーザーは31.2％

廃棄・保管（退蔵）しているユーザーは56.9％ 利用済端末の

90％
近くが退蔵または
携帯事業者へ

国内リユース市場には7.7％しか流通していない

56.0％ 廃棄・保管 30.8％が
携帯電話事業者へ

国内リユース
市場には
7.7％

その他
4.1％

利用経験のあるユーザーは 8.7％

今後利用したいユーザーは 19.9％
ニーズが

30％に

迫る
約３人に１人はリユースモバイル端末を利用したい
（利用経験あり含む）

前回調査から
10Pt近く上昇

10

端末の処分ルートに
ほとんど変化なし

検討会
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リユースモバイル端末流通に関する調査②
■リユースモバイル端末の利用意向

25.3％

7

89.1％ 23.4％

１位 2位 3位

業界としてモバイル市場の公正競争の後押しに寄与

その他、消費者が不安に感じる理由
・「衛生でないイメージがある」（33.3％）
・「傷やへこみがありそう」（28.1％）

46.2％59.0％ 42.9％

１位 2位 3位

業界として消費者の不安を払拭するための取扱い基準が必要

端末を安く買える 格安スマホや格安SIM等の
MVNOを利用したい

端末を分割払いではなく
一括払いで買いたい

バッテリーの持ちが
悪そう

きちんと動作するか
わからない

故障時などの
保証がなさそう

出典： 総務省電気通信事業分野における市場検証（2018年度）年次レポート

11

安価で拘束されない自由な選択肢を求める声に応える必要性

安心で安全なリユースモバイルを求める声に応える必要性

2.5Pt
UP

8.4Pt
UP

検討会
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8

これまでの取組について

12
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SLIDE No,

検討会立ち上げとガイドライン公表
■検討会立ち上げと発表

13

TOPIX

検討会

平成30年7月12日 リユースモバイル関連ガイドライン検討会立上げ

検討会（親会） ー 格付け基準等作業部会 －個人情報作業部会 －トレーサビリティ作業部会

平成30年12月26日 モバイル市場の競争環境に関する研究会（第5回）事業者ヒアリング

平成31年3月8日 リユースモバイルガイドライン記者発表

平成31年3月14日 モバイル市場の競争環境に関する研究会（第10回）事業者ヒアリング

平成31年4月25日 リユースモバイル関連ガイドライン検討会 新推進体制キックオフ
検討会（親会） － 格付基準等作業部会 － 認証制度作業部会

4回開催 ５回開催 3回開催 2回開催

海外市場調査
セキュリティ企業
ヒアリング

追加会合
3回開催

2回開催
消費者関連団体
意見ヒアリング

平成30年12月26日 モバイル市場の競争環境に関する研究会（第5回）事業者ヒアリング

平成31年3月14日 モバイル市場の競争環境に関する研究会（第10回）事業者ヒアリング

5回開催 8回開催 6回開催

令和元年11月28日 リユースモバイルガイドライン記者発表へ

消費者関連団体
有識者
事業者
意見ヒアリング

20180712
プレスリリース 検討会立ち上げ

リユースモバイルジャパンと一般社団法人携帯端末登
録修理協議会にてリユースモバイル関連ガイドライン検
討会を立ち上げ、ガイドライン策定開始。
３つの作業部会を編成
ー格付基準
ー個人情報
ートレーサビリティ

20190308
記者発表会開催
リユースモバイルガイドライン公表

20190425
新推進体制を整え、検討会第二期スタート
ガイドライン改訂および認証制度確立へ向けて活動開始
２つの作業部会
ー格付基準
ー認証制度
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リユースモバイルガイドライン（初版）の概要

9

■リユースモバイルガイドライン（初版） 2019年3月策定
概要

構成

フローと格付評価ポイント

販売時の表示や保証期間等の基準

14検討会
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概要補足 利用者情報の消去について

利用者情報の消去 参考：海外市場調査

15検討会

データ消去について義務付け
 初期化

買取時と検査時に実施（２回）
 上書き消去

検査時に実施 上書き消去不可の機種は、買取時に買取依頼者に明示
*

 第三者による確認
検査時に、消去を行った者以外の者が消去できているかを確認

注１）非接触型ICカード情報は、買取依頼者しか消去できないため、買取時に買取依頼者に説明し、対応を促進
注２）上書き消去は、事業者用ソフトウェアを用いて行うものである。リユースモバイル関連事業者は、原則として、事
業者用ソフトウ ェアでの上書き消去を実施しうる環境にあることが求められる。なお、端末の種類によっては、上書き消
去ができないものや、オールリセット（初期化）で上書き消去が行われるものがある

利用者が安心してリユースモバイル端末を売買
することができるよう、 確実な利用者情報の消
去のための措置を義務付け

注1）非接触型ICカード情報に関する留意点
多くの端末に内蔵されている非接触型ICカードの情報は端末の所有者である買取依頼者自身でなければ、財布等の機能の残額移行の手続きができない。また端末機能の初期化
（オールリセット）や上書き消去では、非接触型ICカード情報は消去できない。
よって、買取依頼者が自ら使用していた携帯電話を買取事業者へ売却する場合、本人が事前に各種クレジットカード会社および金融機関等へ申請を行い、その機能の移行や契約
解除を行うよう買取依頼者に注意喚起を行うことが求められる。

注2）データ消去に関する留意点
OS、端末の種類等の違いについて、下記の通り留意すること。
スマートフォンⅠ （Android）
その多くに対して上書き消去が有効である。しかし、一部の上書き消去に対応していない機種については、初期化（オールリセット）によりデータ消去処理を行う。
スマートフォンⅡ （iOS）
iPhoneやiPad等のiOS端末においては、端末に内蔵されるデータは暗号化されているため、端末機能の初期化（オールリセット）を行うだけで強固なデータ消去処理となる。
フィーチャーフォン（ガラケー）
多くの端末において、上書き消去に対応していない領域が存在する場合や、上書き消去ソフトそのものに対応していない場合があるため、その消去処理は初期化（オールリセット）が
基本となる。
その他 （上記以外のOSや端末）
AndroidとiOS以外のOS（例としては、Windows Phone、Windows10、BlackBerryOS、Firefox OS等）、あるいはモバイルWi-Fiルータ等の多くの端末においては、上書
き消去に対応していない領域が存在する場合や、上書き消去ソフトそのものに対応していない場合があるため、その消去処理は初期化（オールリセット）が基本となる。
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MRRのプレゼンテーション資料にてご紹介いたします



登録修理業者制度の概要と
登録修理業者が取組みに着手すべき課題について

一般社団法人 携帯端末登録修理協議会
理事長 望月 弘晃
2019年11月28日

MRR
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 修理再生された携帯電話端末が市場に流通することで、再生品による資源の節約等が図られ、環境問題に貢献するほか、安価な携帯電話
端末が消費者に提供される可能性がある。

 製造業者との契約等がなく、工事設計情報の提供を受けていない第三者が、修理再生した携帯 電話端末の取扱いが必ずしも明確では
なかった。

 技術基準適合性の有効性を担保しつつ、第三者による独自の修理再生を可能にする方策や修理できる範囲等を明確化することが望ましい。

登録修理業者制度の検討の背景

2013年3月に「携帯電話端末修理事業連絡会」が立ち上げられ、通信事業者、製造業者、関連団体、修理業者等で対策の検討を開始

修理の方法が適正で、修理された携帯電話端末の修理箇所や修理方法等が総務省の定める基準に適合している場合、総務大臣
の登録を受けることを可能とする登録修理業者制度が2015年4月1日からスタート。

登録修理業者制度の導入

 修理の方法
 他の無線局の運用を著しく妨害するような混信、その他妨害を与えるおそれが少ないこと

 修理の確認の方法
 修理された携帯電話端末が法令で定める技術基準に適合していることが確認できるものであること

 修理の箇所
 表示装置、フレーム、マイク、スピーカ、カメラ、操作ボタン、コネクタ、バイブレータ、電池等の箇所であること
 同等の部品を用いる修理により、技術基準に適合しない電波を発射されないものであること
 電波の質に影響を与えるおそれの少ない箇所であること、電気通信回線設備を利用する他の利用者の通

信に 影響を与えるおそれが少ないこと
 製造業者との間で契約等がある場合には
 工事設計および修理の方法に関する情報の提供を受けた箇所の修理であること

登録修理業者の要件 登録修理業者の義務
登録修理業者は、以下の義務にしたがうことにより、修理後の
端末の技適マークをそのまま表示することが認められます。

 総務大臣に登録した修理方法書に従った業務を行なうこと

 修理及び修理の確認の記録を作成し、10年間保存すること

 端末に修理を行った旨の表示を付すこと

18MRR
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登録修理業者数及び修理を行う事務所数の推移

19MRR
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 消費者が不利益を受けるおそれのある事項を
事前に説明し、同意を取得。

 修理店舗では、登録した修理方法書にしたが
って修理を実施。

 修理実施日、修理内容および修理の確認の
記録を保存し、トレーサビリティを担保。

 自社が修理を行なったことを表示。
 一定期間の修理保証を実施。

修理を行った携帯電話端末が法令で定める技術
基準を満たしていることを確認。

技術基準への適合性が失効した場合には、
利用者の安全性が確保できないおそれ。

消費者が感じる第三者修理への不安
 立地や店舗の雰囲気が入りにくい。
 短時間でメーカーより安価に修理ができたが、新

しく替えたはずの電池の持ちが悪い。
 一度第三者で修理するとメーカーの保証が効か

なくなる。
 電波法に違反していないことは修理業者として

当然。
 個人情報の取扱いが大事、目の前 で修理してく

れないので不安。
 技術力が大事。技術認定があった上で、修理後

の保証があると更に信頼できる、品質と価格の
バランスが大事。

消費者への安心の提供

消費者の安全の確保

登録修理業者の役割

MRRにおいては、登録修理業者から特性試験・試験を
受託。他の登録修理業者制度関連団体や一部の証明
機関も受託している。

20MRR
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 登録修理業者制度の認知度向上のための周知
・PR（特に一般消費者に向けて）。
 修理業者の登録促進を加速するための取組み
 登録修理業者が登録機種を増やしやすくする

ための取組み。
 高品質で適正な修理部品の安定的な調達に

向けた取組み（修理 部品の品質ガイドライン
策定、国内中古端末の流通促進等）。

 民間資格・認定制度の創設（修理技術者、
修理事業者）。

これまでは、各団体又は業者単位で個別に取組
んでいましたが、2018年7月に、以下登録修理
関連3団体で登録修理業者連絡会を立上げ、
課題取組みに向けて検討を開始しました。

直近の取り組み：
 登録修理業者ロゴマークを策定、使用規程等を制定

今後の取り組み：
 民間資格制度の検討

MRR
(一社)携帯端末
登録修理協議会

SRA
(一社)スマート
フォンリペア協会

TRP
(一社)あんしん

修理促進協議会

携帯端末の修理業界が一丸となって取組みに着手すべき課題

検討課題の例 課題取組みについて順次検討を開始

21MRR
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直近の取組み：登録修理業者ロゴマークを策定し運用開始
 登録修理業者連絡会の他、登録修理業者であるiCracked Japan株式会社様及び株式会社じゃんぱら様

にも参加いただいて、以下の2デザインを策定、使用規程等を制定し、2019年10月１日から運用を開始。
 登録修理業者のホームページ、パンフレット等の印刷物、看板、のぼり旗等での使用を想定。
 統一されたロゴマークを使用することで、ルールに従って修理を行っている登録修理業者の存在をPRするとともに、

登録修理業者が一致して、消費者に安心・安全を提供するという目標を共有。

登録番号
Rxxxxxx Txxxxxx

登録番号 Rxxxxxx Txxxxxx

※ 登録修理業者には、登録番号（R, T 及び6桁の数字）が付されています。

22MRR
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RMJの活動 ガイドライン準拠促進 24RMJ

リユースモバイル
ガイドライン 安心安全評価 機能評価 外装評価※

対 応 済 100％ 100％ 38％

対応予定 ー ー 62％

ガイドライン（初版）公表以降、正会員13社へガイドライン準拠に向けて促進活動を行ってまいりました。
３つの評価基準についての正会員13社の対応状況は、以下のとおりです。
（＊エンドユーザ向け業務の部分について、アンケートを実施した）

機能評価
機能評価は、端末がどの程度正常に作動するか
について各機能の状態を確認するものであり、検
査時に行うものである。確認の結果は、OKまたは
NGで評価する。NGとなった項目がある端末につ
いてはリユースモバイル端末として利用者向けに
流通させることはできるが、その際はNG事項につ
いて明示することが求められる。

安心安全評価
安心安全評価は、使用済みのモバイル端末が再
び利用者に使用されることが可能かどうかを確認す
るものであり、買取時に確認する項目と、検査時
に確認する項目がある。確認の結果は、OKかNG
かで評価する。

外装評価
外装評価は、面区分のすべてにおいて、キズや破
損がないか確認するものであり、検査時に行うも
のである。確認の結果は、S・A・B・C・Jの5段階
で評価する。Jランクはジャンク品を意味し、部品
取り用や再資源化とすることが望ましいが、利用
者情報を消去した上で、ASISとして流通させるこ
とも妨げない。

参考
3つの評価基準

※外装評価の統一表示対応については、対応済5社、対応予定8社の状況にあり、2020年4月を目処に全社対応予定
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RMJの活動 外部企業への働きかけ 25RMJ

RMJ会員企業が取り引きを行う企業へ積極的にガイドライン採用の働きかけを行い、
日本最大級のECサイトを運営する「楽天市場」や楽天のフリーマーケットサービスを提供する「ラクマ」、
また、日本初のフルMVNOを展開するインターネットイニシアティブ（IIJ）がリユースモバイルガイドラインを採用。

楽天市場：2019.10.31
出店者向けコンテンツマネジメントシステムにおける中古品取り扱いに関する
ガイドラインにおいて中古携帯のコンディションタグを「リユースモバイル関連ガ
イドライン検討会」制定の基準に合わせ、明確にいたしました。

ラクマ公式中古スマホショップです ^ ^！
◆商品のグレードについて◆
商品ページに記載しているグレードの基準は下記のとおりです。
【Aグレード】
目立つ傷がなく非常にきれいな状態（液晶への傷がなく外装の傷・汚れが微細）
【Bグレード】
細かな傷・薄いかすり傷があり、使用感がある状態（液晶に薄い傷や、外装に微細
な傷・汚れ等が多少見受けられる）
【Cグレード】
目立つ傷や擦り傷等があり、明らかな使用感がある状態（液晶に目立つ傷、複数の
傷がある。全体的に傷・汚れ・塗装剥がれが目立つ）
【Jグレード】
目に見えてダメージがあり、激しい損傷または破損している状態（液晶を含め全般に
傷や打痕や割れ等がある）

フリマサイト内に公式（自ら出店）ショップを出店し、リユースモバイルガイドラインのランク表示を
基準に出品して、フリマ内の基準つくりに役立てていただいています。

今後の楽天市場でのリユースモバイルの購入がさらに安心安全に

2019年7月4日（木）10:00 より個人のお客様向けに提供する
MVNOサービス「IIJmio」にリユースモバイルガイドラインを参照し、
格付基準項目に準拠したリユースモバイル端末の提供を開始
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ガイドライン更新ポイントについて

26
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リユースモバイルガイドライン（第二版）の改正概要

1．バッテリー状態の確認と評価結果の表示を推奨 ３．リファービッシュ品の概要を解説するとともに、
メーカーによる保証の確認・表示などを推奨

２．ネットワーク利用制限に対して、動作保証とは
別に保証をつけることを推奨

４．事業者間取引用に11段階の基準を策定

主な改版ポイント

・バッテリー状態の確認を推奨
・結果の表示を推奨

販売後の不払等によるネットワーク利用制限に
ついての保証を、動作保証とは別につけることを推奨

・リファービッシュ品に対するメーカ保証の有無等について中古端末取扱
事業者が確認することを推奨

・表示すべき事項（メーカ保証の有無等）等を明示

・事業者間取引用の詳細な格付基準を整備（5段階→11段階へ）
・当該基準による格付結果表示の推奨

27検討会
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○ 端末の機能によるバッテリー状態の確認を推奨し、確認方法の例についても記載
・iPhoneやほとんどのAndorid端末では端末メーカーがバッテリーの状態確認ができる機能を提供。
・端末によっては、バッテリーの最大容量やピークパフォーマンス性能を表示できるものや、バッテリーの 異常や
点検修理を通知できる機能を備えたものがある。

○ 確認した結果は、確認方法とともに表示することを推奨し、表示方法の例についても記載

バッテリーに関する問題が消費者の一番の懸念
→バッテリー状態の確認と評価結果の表示を推奨

■Apple社が提供するバッテリー状態の確認方法
 パフォーマンスが正常な場合
バッテリーが通常のピークパフォーマンスに対応できる
状態で、パフォーマンス管理機能が適用されていな
い場合は、以下のメッセージが表示される。

 バッテリーが劣化している場合
バッテリーが著しく劣化している場合は、以下
のメッセージが表示される。

「お使いのバッテリーは、現在、標
準のピークパフォーマンスに対応し
ています。」

「お使いのバッテリーは著しく劣化していま
す。Apple 正規サービスプロバイダでバッ
テリーを交換すると、最大限のパフォーマン
スや容量を取り戻すことができます。サービ
スオプションについての詳しい情報…」

■バッテリー状態を確認して販売する場合の表示例
 端末に備える機能で調べた結果を表示する場合

 サードパーティが提供するソフト等で調べた結果を表示する場合

消費者へ安心安全に購入いただくために
、バッテリーの状態を確認した年月日を表
記しておく

ソフトにより調査結果の表示内容が異なるケースが多く、その基準
もそれぞれに異なるため、基準等をわかりやすく消費者が判断しや
すい箇所に表示する
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SLIDE No,更新ポイント２ ネットワーク利用制限に対する保証対応について 29検討会

元の所有者の割賦代金の不払いにより端末が使用できなくなる場合があることへの消費者の不安が存在
→動作保証とは別に保証をつけることを推奨

「ネットワーク利用制限」とは、通信事業者が、不正に入手された携帯電
話機が「振り込め詐欺」などの犯罪に利用されることを防止する目的として
実施している仕組みです。携帯電話機の固有番号（製造番号・IMEI
）を通信事業者のシステムに登録することにより、その携帯電話機を使用
した通話（着信含む）・通信の利用を制限する機能をいいます。

ネットワーク利用制限の確認方法として、通信事業者がウェブでの照会シ
ステムを運営し、「○・△・×」で結果を表示する仕組みになっており、それ
ぞれ下記表の意味となっています。

一方、分割払いの期間中の端末については、ネットワーク利用制限の対
象ではないものの、ネットワーク利用制限確認サイトで「△」マークが表示さ
れ、今後ネットワーク利用制限の対象となる可能性がある端末であると表
示されます。

ネットワーク利用制限について

前利用者が分割払いの債務不履行となった場合
、次に購入した方が突然端末自体に制限がかかっ
て使えなくなるという現象が起こります。

これが赤ロム化と呼ばれている現象です。
正式にはネットワーク利用制限と呼びます。

○ △ ×
端末の代金が完済していて通
信可能
問題なく使用できる状態

端末の残債が残っている状態
問題なく使用できるが将来的に
×になる可能性がある状態

端末の残債が支払われず、通
信の制限がかけられて通信が
使用できない状態（通称赤ロ
ム）

ガイドラインでは、販売した端末が、販売後にネッ
トワーク利用制限等により利用できなくなる事態
（いわゆる「赤ロム」となった事態）に例外なく対
処する保証を、動作保証とは別につけることを
推奨しています。

赤ロム問題
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SLIDE No,更新ポイント3 リファービッシュ品の取扱いについて 30検討会

・「技適マーク」（技術基準適合証明及び技術基準適合認定）の有無を確認すること*
*

・メーカーやその認定修理業者によるものであることを担保する情報を確認し、明示すること
（これらによるリファービッシュ品でない場合には、消費者が不利益を受けるおそれがあることを表示すること）*

*

・「リファービッシュ品」の保証内容を確認し、明示すること

いわゆる「リファービッシュ品」の扱いがまちまちであることが課題
→リファービッシュ品の概要を解説するとともに、メーカーによる保証の

確認・表示などを推奨
○ リユースモバイル端末事業者に対し、「リファービッシュ品」を販売する場合には以下の事項を推奨

海外等では、携帯電話端末のメーカー やその認定修理
業者が、純正部品を使って修理・整備を行った携帯電
話端末を「リファービッシュ品」と呼び、市場で流通してい
る。これらリファービッシュ品には、通常、一定期間メーカ
ー保証が付いている。

携帯電話端末のメーカーやその認定修理業者によるリファービッシュ品であることを担
保する情報を事前に確認（保証元・保証者・保証期間・保証適用方法）し明示
する。

リファービッシュ品を扱うときの確認

技適マーク

海外モデルには、事前に電波法及び電気通信事業法に
基づく基準認証を受けたことを意味する総務省令で定め
る表示である下図の「技適マーク」（技術基準適合証明
及び技術基準適合認定）が付されていない場合がある。

技適マークの確認

必ず事前に携帯電話端末に「技適マーク」が付されているか確認する。（iPhone端
末は「設定」→「一般」→ 「認証」により技適マークの確認ができる。Android端末
は「設定」→「端末情報」→「認証」等により技適 マークの確認ができる。）
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SLIDE No,更新ポイント４ 事業者間取引用格付評価基準を整備 31検討会

事業者間では現物確認なしで大量に取引するため、より詳細な外装評価の基準が必要
→事業者間取引用に11段階の基準を策定
○ 事業者間取引用の11段階の外装評価の格付基準を作成

・定性的な基準に加え、数値基準も採用
・格付を行うための検査環境の整備、適切な方法・ツール等の利用を推奨

○ 詳細な格付基準による格付を行った場合には、その表示を推奨

事業者間取引評価基準

ガイドライン評価基準

11段階

5段階

・手引きの開示は、RMJ会員・賛助会員または認証を受けた事業者が所定の方法に基づき請求した場合のみとし、その事業者も外部に開示しないものとする。
・手引きの開示を希望する事業者は、RMJの事務局に申請用紙を請求し、必要事項を記入し、書面で提出するものとし、その後RMJ理事会の承認を得た場合に開示されるものとする。

手引き開示申請窓口
事務局 －事業者間取引用手引き申請担当宛 URL：https://rm-j.jp/index.html メールアドレス：info@rm-j.jp

事業者間取引用の外装評価基準 詳細な格付基準による格付時の表示例

S B C ＪA

S A1 A2 A3 B1 B2 B3 C1 C2 ＪC3
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ガイドラインの適用追加範囲と今後期待できる商流 32検討会

消
費
者
（
売
り
た
い
方
）

国
内
市
場

MNO

リユースモバイル
買取店

リユースモバイル
販売店

リユースモバイル
商品化センター

仲介事業者

修理事業者

不要になった
携帯電話端末

海
外
市
場下取り等

端末
メーカー

今後期待できる商流

修理・整備済モバイル端末
消
費
者
（
買
い
た
い
方
）

情報管理

ガイドライン ガイドライン

法令遵守

●対象事業者イメージ
・エコケー
・クリエージェンシー
・携帯市場
・ゲオ
・ソフマップ
・日本テレホン
・パシフィックネット
・ブックオフコーポレーション 等

（五十音順）

買い取った
携帯電話端末

ガイドラインに
基づいて商品化

された端末

ガイドライン適用
リユースモバイル

ガイドライン
準拠表示

改定版ガイドラインの適用範囲：リユースモバイル端末事業者に加え、仲介事業者を追加

ガイドライン
準拠表示

下取りした
リユースモバイル端末

（修理済・整備済・ASIS）
リユースモバイル端末

リユースモバイル
端末事業者

・修理・整備依頼
・部品再利用向け端末 修理・整備済モバイル端末

●対象事業者イメージ
・エコケー
・クリエージェンシー
・携帯市場
・ゲオ
・ソフマップ
・日本テレホン
・パシフィックネット
・ブックオフコーポレーション 等

（五十音順）

格付評価基準
の手引き

格付評価基準
の手引き
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リユースモバイル事業者認証制度について

33
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リユースモバイル事業者認証制度の概要

リユースモバイル・ジャパンは、消費者に今まで以上にリユースモバイル端末を安心安全に購入・
売却いただくことを目的として、「リユースモバイル事業者認証制度」を開始します。

34RMJ

制度申請受付開始：2019年12月16日より申請受付開始 (RMJ会員以外は2020年4月1日より申請受付開始) / 2020年 2月 1日より認証付与開始予定

リユースモバイル事業者認証制度概要 認証マークと審査基準
◆制度目的：
リユースモバイル端末事業者の事業・業務が、「リユースモバイルガイドライン」に適合していることを
審査機関が認めることにより、消費者に、リユースモバイル端末を安心安全に購入・売却いただくこと

◆事業者メリット：
認証ロゴマークを店頭での表示や広告等に使用することで、消費者に安心安全なリユースモバイル
事業者であることをアピールできる

◆更新審査：
認証の有効期限は登録後2年間（2年ごとに登録を更新、更新審査を実施する）

◆対象事業者：
消費者との間でリユースモバイルの売買を行うリユースモバイル端末事業者

◆審査基準の概要：三原則
□ ガイドライン遵守 「リユースモバイルガイドライン」に準拠しているか
□ 経営状況（リユースモバイル事業売上・事業実態・反社対応等）
□ ガバナンス 社内における統制環境を整備し、管理体制が整っているか
※審査員による実地審査報告を受けて、上記3点を満たせば合格、満たさない場合は不合格とし、申請事業者に対して是正

◆審査体制：
RMJが委嘱した業者による実地検査を実施。その結果を元に、公正・中立の立場からRMJ内に
設置した「リユースモバイル事業者認証審査委員会」が合否の判定を行う

実施主体： リユースモバイル・ジャパン

■ 審査基準
商品化センター(本社)、代表直営店(直営店がある場合のみ) 、代表FC店
(FC店がある場合のみ)のそれぞれの拠点において、審査を行う
 「リユースモバイルガイドライン」に準拠しているか
 経営状況（リユースモバイル事業売上・事業実態・反社対応等）
 社内における統制環境を整備し、管理体制が整っているか
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リユースモバイル事業者認証制度の認証制度フロー

リユースモバイル事業者認証までのフロー

リユースモバイル事業者認証を希望する事業者は、RMJホームページに設置されているリユースモバイル事
業者認証申請フォームをダウンロードし、申請フォームに必要事項を記入し、申請に必要な書類を揃えて申
請受付窓口へ提出。

申請書を受領後、所定の審査を行った後、基準を満たしていることを確認できたら事務局より申請受付完
了のご案内と請求書を発行。審査費用の入金確認後、実地審査の日程調整後、審査開始通知を送信。

RMJが定めた「リユースモバイルガイドライン」内の審査項目を審査基準として、商品化センター(本社)、代
表直営店(直営店がある場合のみ) 、代表FC店(FC店がある場合のみ)のそれぞれの拠点で、 RMJが委
嘱した審査員による実地検査を実施。実地検査結果を委員会に上程。

実地審査の内容を元に、公正・中立の立場からRMJ内に設置した「リユースモバイル事業者認証審査委
員会」が合否の判定。

合格した事業者に対して、認証書及び認証ロゴマーク（データ）、認証ロゴマーク使用許諾書を審査実施
後3～4週間後に送付。
※不合格の場合、減点された箇所を指摘し、指摘された業者は是正を行う。減点箇所がすべて是正されたことが確認できた場合、次回の審査委員会による審査で判定
を行い、合否結果を通知。

Step1．
申請手続き

Step２．
審査手続きの開始

Step.3
実地審査

Step.4
審査委員会

Step.5
審査結果の通知

35RMJ
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リユースモバイル事業者認証制度の概要図

RMJ
代表理事企業（会長）

通知
認証・更新・指導・警告・取消書類審査

認証・更新

指導・警告・取消

リユースモバイル
事業者認証審査委員会

実地審査
認証・更新

RMJ現地調査員
又は委嘱した事業者

事務局

-申請受付
-認証事業者-更新・管理
-委員会開催
-議事進行
-書類審査上程
-実地審査結果受付
-実施審査（代行）
-議事録
etc

新規認証申請企業
・RMJ加盟企業
・非加盟企業

非加盟企業の認定は2020年4月
以降受付開始

更新申請企業
・二年単位の更新

指導/警告/取消対象企業

情報の収集

審査・認証の流れ

新規申請の流れ

更新申請の流れ

認証企業による疑義が発生した場合の流れ

指導・警告・取消の流れ

リユースモバイル事業者認証制度概要図

実地審査の流れ

各種手続きの流れ

新規・更新申請以外に指導・警告・取消
の評価も担う

36RMJ
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リユースモバイル事業者認証審査委員会の概要
リユースモバイル事業者認証審査委員会概要

◆目的：公正中立
リユースモバイル事業者認証の申請について、公正・中立の立場から、
実地確認の結果も踏まえ、審査・承認を行う

37RMJ

◆議決：毎月一回
・原則月一回、委員全員出席と書面決議を隔月で行う
・決議は、委員の過半数をもって行う

（※欠席の場合は書面での参加可能）

所属 氏名
明治大学名誉教授 新美 育文 様
株式会社野村総合研究所 北 俊一 様
全国消費生活相談員協会 西村 真由美 様
情報通信消費者ネットワーク 長田 三紀 様
リユースモバイル・ジャパン 粟津 浜一

◆リユースモバイル事業者認証審査委員会メンバー

リユースモバイル事業者認証審査委員会

審査委員会・・・委員5名＋オブザーバーで構成

原則として毎月1回の開催とし、実地審査委員から提出された書面をもって審査・承
認を行います。
認証後、疑義が生じた事業者に対する審査・懲罰等の決定も担います。

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

外部有識者 RMJ会長

オブザーバー

総務省

◆委員：外部有識者を中心に構成
・外部有識者は、RMJ会長が委嘱する
・委員長は、外部有識者の中から、RMJ会長が指名する
※事務局はRMJ理事で、議決権なしで会議に参加
※任期は選任後２年以内に終了するRMJの事業年度の時までとし、再任可能

◆実地審査：センター（本部）と拠点
RMJ会長が指名した審査員が、商品化センター(本社)、代表
直営店(直営店がある場合のみ) 、代表FC店(FC店がある場合
のみ)のそれぞれの拠点において、審査を行う。

オブザーバー：総務省
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今後の取組について

38
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安心安全なリユースモバイル市場の形成と発展に向けたロードマップ
安心安全なリユースモバイル市場の形成と発展に向けたロードマップ

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2020年2019年

推
進
体
制

標
準
化
対
応

市
場
課
題
へ
の
対
応

国
の
施
策
・
行
政
等

リユースモバイル関連ガイドライン検討会による活動 標準化（ガイドライン）活動、特有課題への対応、周知啓発等を方向付け

作業部会による標準化に向けた活動
ガイドライン主要ポイント作業部会設置/部会活動
●格付け基準等作業部会
●個人情報作業部会
●トレーサビリティ作業部会

BtoC・BtoB領域における格付け基準化・定量評価方法の検討・統一基準策定に向けた活動

3/8 ガイドライン
初版 公表

整備済製品に関する表示方法の定義、表示基準の統一化に向けた取組 / 赤ロム対応 / バッテリーの状態

■総務省：モバイル検討会報告書で対応の方向性が示された事項
中古端末の国内流通促進関係

・ 下取り端末の流通・販売を行う者に対する MNO による当該端末の国内市場での
販売の制限を業務改善命令の対象とするガイドラインへの対応

・ 中古端末の SIM ロック解除を求めるガイドラインへの対応
・ 中古端末に関する民間の取組の後押し
・ MNO による盗品等に関する迅速かつ明確な情報公開

12/16申請受付開始

・・・関連事業者に向けたリユースモバイル端末の国内流通促進に向けた取組
■不正防止に向けた海外対応事例の研究と国内導入に向けた検討

(事業者間データ連携/不正リスト等）

●リユースモバイル認証事業者制度作業部会

情報通信審議会 電気通信事業政策部会 特別委員会 モバイル市場の競争環境に関する研究会/ＩＣＴサービス安心・安全研究会

2019年9月
中古端末SIMロック解除解禁

39検討会

1月 2月 3月 4月 5月 6月

●格付け基準等作業部会

RMJによる業界団体としての活動

11/28 ガイドライン
第二版 公表

2/1
認証付与開始

4/1非会員申請受付開始

■ネットワーク利用制限に関するリユースモバイル市場視点の課題
提起と課題解決に向けた取組

11/28 認証制度
公表

■資格者制度化に向けた検討

2/1RMJキャンペーン開始

認証制度 公表

□ ガイドライン遵守 「リユースモバイルガイドライン」準拠
□ 経営状況（リユースモバイル事業売上・事業実態・反社対応等）
□ ガバナンス 社内における統制環境を整備・管理体制

認証付与開始

リユースモバイル事業者認証審査委員会

安心安全な
リユースモバイル
市場の形成と発展に向けて

消費者不安を払拭し、
認知度を高め、新たな推進体制でガイドライン第二版公表へ向けて活動開始

●格付け基準等作業部会
●認証制度等作業部会
●渉外

 SIMロック解除に関するルールの見直し

 端末購入プログラムに関する見直し

 5G・eSIM等の新サービスへ向けた対応

2020年3~4月
楽天モバイル本格参入競争激化

フォローアップ

■仲介事業者・プラットフォーム事業者へのガイドライン採用提案に向けた協議

12/１ ガイドライン発効
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ガイドライン発効と認証制開始によって

消費者・関連事業者が幅広く安心して、安全に
リユースモバイル端末取引ができる市場の形成と発展へ
リユースモバイル関連事業者によるガイドライン遵守と認証資格取得促進

ガイドライン遵守 安心で安全な取引市場の形成・発展 リユースモバイル事業者認証資格 取得促進

引き続き、消費者が安全に安心して、
リユースモバイル端末を利用できる世の中をめざします

40検討会

消費者にとって自由で
安心安全なモバイル市場形成へ

関連事業者が消費者にとって
安心安全を第一とした基準遵守

消費者にとって、認証マークが
リユースモバイル端末売買の安心安全の
目印となるように

モバイル市場の公正競争に寄与 安心で安全なリユースモバイル市場の発展

2020年4月までに
全国1000拠点を目指す
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